
●この保険は、団体をご契約者、その所属員等のうち希望される方をご加入者（被保険者）とし、ご加入者（被保険

者）の自助努力による財産形成や老後の生活資金確保を支援するための団体年金保険です。

●年金受取開始までの保険料払込予定期間が１０年以上の場合、ご加入者（被保険者）が負担された保険料は個人年

金保険料控除の対象となります。（令和６年１０月現在の税制等に基づくものであり、今後、変更となる場合があ

ります。）

積立式共済年金保険ご契約の概要について（契約概要）
拠出型企業年金保険〔 個人年金保険料控除（税制適格型）〕

この「契約概要」は、ご加入の内容等に関する重要な事項のうち、特に確認いただきたい事項を記載して

おります。お申込み前に必ずお読みいただき、内容をご確認・ご了解のうえ、お申込みください。

また、「契約概要」に記載の給付内容等は、概要を示しています。

その他詳細につきましては、パンフレット・「注意喚起情報」等をご参照ください。

この保険の特徴

【保険料払込期間満了後の給付内容】

●次の種類の年金をご加入者（被保険者）にお支払

いします。年金種類が複数ある場合、いずれか

1つを選択いただきます。

１０年確定年金、１５年保証期間付終身年金

●年金でのお受取りにかえて保険料払込期間満了時

積立金を一時金で受取ることもできます。

【保険料払込期間中の給付内容】

●ご加入者（被保険者）が脱退されたとき、脱退時

点の積立金額を脱退一時金としてご加入者（被保

険者）にお支払いします。

●ご加入者（被保険者）が死亡されたとき、死亡時

点の積立金額に所定の金額を加算（死亡加算）し

た金額を遺族一時金としてご遺族にお支払いしま

す。

●詳細はパンフレット等の該当箇所をご確認ください。

●詳細はパンフレット等の該当箇所をご確認ください。

●詳細はパンフレット等の該当箇所をご確認ください。

●当制度は、契約者である団体が生命保険会社と締結

した拠出型企業年金保険契約に基づいて運営します。

●この拠出型企業年金保険契約が共同取扱契約の場合

（この拠出型企業年金保険契約を複数の引受保険会

社でお引受けしている場合）は、事務幹事会社が他

の引受保険会社から委任を受けて事務を行いますが、

引受保険会社はそれぞれの引受割合に応じて保険契

約上の権利を有し義務を負い、相互に連帯して責任

を負うものではありません。なお、将来引受保険会

社および引受割合は変更することがあります。

●詳細はパンフレット等の該当箇所をご確認ください。

●ご照会・苦情につきましては、パンフレット等に記

載の団体窓口までお問合せください。（なお、引受

保険会社へのご要望・苦情につきましては、同じく

パンフレット等に記載の日本生命窓口までご連絡く

ださい。）

●この商品に係る指定紛争解決機関は一般社団法人生

命保険協会です。詳細につきましては、「注意喚起

情報」をご覧ください。

契約者 オムロン株式会社

事務幹事会社 日本生命保険相互会社

日本2021企基-71-1(2022.7.22）

日本－企－2024－454－11984－M(R6.12.5) 企①簡－税制適格

加入資格

給付内容 制度運営および引受保険会社

ご相談窓口・指定紛争解決機関

ご自身のニーズ（ご意向）に合致した商品内容であるか、お申込み前に必ずご確認ください。
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加入日 保険料払込期間満了日

保険料払込期間

年金

年金でのお受取りにかえて保険料払

込期間満了時積立金を一時金で受取

ることもできます。

保険料

左記しくみ図はイメージです。詳細に

つきましてはパンフレット等の給付額

試算表等をご確認ください。

！
ご注意

●詳細はパンフレット等の該当箇所をご確認ください。 ●詳細はパンフレット等の該当箇所をご確認ください。

受取人

配当金

しくみ図（イメージ）



（ウ）反社会的勢力を不当に利用していると認

められること

（エ）反社会的勢力により企業等の経営を支配

され、またはその経営に反社会的勢力に

よる実質的な関与を受けていると認めら

れること

（オ）その他反社会的勢力と社会的に非難され

るべき関係を有していると認められるこ

と

④上記①②③の他、引受保険会社の保険契約

者、ご加入者（被保険者）、遺族一時金の

受取人、年金の受取人または継続受取人に

対する信頼を損ない、この保険契約の存続

を困難とする上記①②③の事由と同等の重

大な事由

●積立金額（脱退一時金額）および遺族一時金額は、

積立期間によっては、払込保険料累計額を下回るこ

とがあります。また、この保険契約全体の加入口数、

保険料積立金の増減、引受保険会社の基礎率（予定

利率、予定死亡率等）の変更等により、積立金額が

払込保険料累計額を下回る期間は変動する可能性が

ございますので、ご留意ください。

●詳細はパンフレット等の該当箇所をご確認ください。

●引受保険会社は、金利水準の低下その他の著しい経

済変動等、この保険契約の締結の際予見しえない事

情の変更により特に必要と認めた場合には、保険業

法および同法に基づく命令の定めるところにより、

主務官庁に届出たうえで基礎率（予定利率・予定死

亡率等）を変更することがあります。その結果、将

来受取りを開始する年金・一時金が減少することが

あります。

●団体の福利厚生制度の変更等により、制度内容が変

更される場合があります。また、これに伴い、給付

内容、加入資格等が変更される場合があります。

●引受保険会社は、生命保険契約者保護機構に加入し

ています。引受保険会社の業務もしくは財産の状況

の変化により、年金額・一時金額・保険金額・給付

金額等が削減されることがあります。なお、生命保

険契約者保護機構の会員である生命保険会社が経営

破綻に陥った場合には、生命保険契約者保護機構に

より、保険契約者保護の措置が図られることとなり

ます。ただし、この場合にも、年金額・一時金額・

保険金額・給付金額等が削減されることがあります。

●保険契約者保護の措置の詳細については、生命保

険契約者保護機構までお問合せください。

●お支払事由が発生する事象、年金・一時金をお支払

いする場合またはお支払いしない場合等については、

この「注意喚起情報」・「契約概要」・パンフレッ

ト等に記載しておりますので、ご確認ください。年

金・一時金のご請求は、団体経由で行っていただく

必要がありますので、年金・一時金のお支払事由が

生じた場合、速やかに団体のご相談窓口にご連絡く

ださい。

●ご請求に応じて、年金・一時金をお支払いする必要

がありますので、年金・一時金のお支払事由が生じ

た場合だけでなく、年金・一時金のお支払いの可能

性があると思われる場合や、お支払いに関してご不

明な点が生じた場合等についても、速やかに団体の

ご相談窓口にご連絡ください。

●年金・一時金のお支払事由が生じた場合、ご加入の

契約内容によっては、他の年金・保険金等のお支払

事由に該当することがありますので、ご不明な点等

がある場合には、速やかに団体のご相談窓口にご連

絡ください。

●ご照会・苦情につきましては、パンフレット等に記

載の団体窓口までお問合せください。（なお、引受

保険会社へのご要望・苦情につきましては、同じく

パンフレット等に記載の日本生命窓口までご連絡く

ださい。）

●この商品に係る指定紛争解決機関は一般社団法人生

命保険協会です。

●一般社団法人生命保険協会の「生命保険相談所」で

は、電話・文書（電子メール・ＦＡＸは不可）・来

訪により生命保険に関するさまざまなご相談・照

会・苦情をお受けしております。また、全国各地に

「連絡所」を設置し、電話にてお受けしております。

（「生命保険相談所」・「連絡所」の連絡先は、

ホームページアドレス https://www.seiho.or.jp/

をご覧ください。）
なお、生命保険相談所が苦情の申出を受けたことを
生命保険会社に連絡し、解決を依頼した後、原則と
して１カ月を経過しても、保険契約者等と生命保険
会社との間で解決がつかない場合については、指定
紛争解決機関として、生命保険相談所内に裁定審査
会を設け、保険契約者等の正当な利益の保護を図っ
ております。

●この保険契約は、団体を契約者とする保険契約であ

り、ご加入または保険料の増額のお申込みにはクー

リング・オフの適用はありません。

●引受保険会社がご加入（＊）を承諾した場合、所定
の加入日（＊）から保険契約上の責任を負います。

ただし、半年払を併用されている場合、半年払保険
料部分の責任開始日は所定の加入日（＊）となりま
す。

※所定の加入日（＊）については、「加入申込書」、
またはパンフレット等に記載された「加入（増額）
日」です。

※詳細はパンフレット等の該当箇所をご確認ください。
●引受保険会社の職員（営業職員、コールセンター担
当者等）・代理店等にはご加入または保険料の増額
を承諾する権限がありません。

●次のようなとき、年金・一時金をお支払いできない

ことやご加入を継続できないことがあります。

（1）遺族一時金の受取人が故意にご加入者（被
保険者）を死亡させたとき
●その受取人が受取ることになっていた遺族一
時金については、その受取人にはお支払いせ
ず、ご加入者（被保険者）の他のご遺族にお
支払いします。

（2）年金の継続受取人が故意にご加入者（被保
険者）を死亡させたとき
●年金の継続受取人が受取ることになっていた
年金については、その継続受取人にはお支払
いせず、未支払いの年金原資をご加入者（被
保険者）の他のご遺族にお支払いします。

（3）この保険契約全体のご加入者数（被保険者
数）が15名未満となったとき
●引受保険会社はこの保険契約を解除すること
があります。解除した場合、所定の払戻金を
お支払いします。

（4）保険料が払込まれないまま猶予期間が経過
したとき
●保険契約者から保険料が払込まれないまま猶

予期間が経過したときは、保険料の払込みが

中止されたものとして取扱われ、遺族一時金

の死亡加算はなくなります。

●保険料の払込みが中止された後、払込みが再

開されないまま3年を経過したとき、引受保

険会社はこの保険契約を解除することがあり

ます。解除した場合、所定の払戻金をお支払

いします。

（5）ご契約時またはご加入時に保険契約者また
はご加入者（被保険者）に詐欺の行為が

あったとき
●この保険契約の全部またはそのご加入者（被

保険者）に関する部分が取消となる場合があ

ります。取消となった場合、すでに払込まれ

た保険料は払戻しません。

（6）ご契約後、ご加入後または年金支払事由発
生後に以下①～④のこの保険契約の存続を

困難とする重大な事由が発生したとき
●引受保険会社は、この保険契約の全部または

そのご加入者（被保険者）に関する部分を解

除することがあります。解除した場合、所定

の払戻金をお支払いします。ただし、以下の

③の事由にのみ遺族一時金の受取人、年金の

継続受取人だけが該当した場合で、複数の遺

族一時金の受取人、年金の継続受取人のうち

の一部の遺族一時金の受取人、年金の継続受

取人が以下の③の事由に該当したときにかぎ

り、継続年金・遺族一時金のうち、その受取

人にお支払いすることとなっていた継続年

金・遺族一時金を除いた額を、他の遺族一時

金の受取人、年金の継続受取人にお支払いし

ます。

◎重大な事由

①保険契約者または受取人による年金を詐取

する目的または他人に詐取させる目的での

事故招致（未遂を含みます。）

②この保険契約の年金・一時金の請求に関す

る年金の受取人または継続受取人の詐欺

（未遂を含みます。）

③保険契約者、ご加入者（被保険者）、遺族

一時金の受取人、年金の受取人または継続

受取人が、次の（ア）～（オ）のいずれか

に該当するとき

（ア）暴力団、暴力団員（暴力団員でなく

なった日から5年を経過しない者を含

みます。）、暴力団準構成員、暴力団

関係企業その他の反社会的勢力（以下、

「反社会的勢力」といいます。）に該

当すると認められること

(イ) 反社会的勢力に対して資金等を提供し、

または便宜を供与する等の関与をして

いると認められること

特に注意いただきたい事項について【注意喚起情報】
拠出型企業年金保険

この「注意喚起情報」は、ご加入または保険料の増額のお申込みに際して特に注意いただきたい事項を記

載しております。お申込み前に必ずお読みいただき、内容をご確認・ご了解のうえ、お申込みください。

また、給付内容等および制限事項の詳細やご契約の内容に関する事項その他詳細につきましては、パンフ

レット・「契約概要」等を必ずご参照ください。

(＊）保険料を増額する場合、増額部分については、「ご加入」を「増額」、「加入日」を「増額日」と

読替えます。

クーリング ･ オフ

責任開始期

年金・一時金をお支払いしない場合等

積立金額（脱退一時金額）等

基礎率（予定利率・予定死亡率等）の

変更

制度内容の変更

事務幹事会社 日本生命保険相互会社 K2020-118 日本2020企基-99-2(2020.8.11) 企注①簡ー旧

〈お問合せ先 〉

生命保険契約者保護機構

TEL 03－3286－2820

月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）

午前9時～正午、午後1時～午後5時

ホームページアドレス https://www.seihohogo.jp/

生命保険契約者保護機構

年金・一時金の

お支払いに関する留意事項

ご相談窓口・指定紛争解決機関
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